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吹田市感染症予防計画に対する提出意見と市の考え方 

１ 意見提出期間         令和５年（2023 年）12月 28日（木）～令和６年（2024 年）１月 31日（水） 

２ 意見提出件数         ９６件（４３通） 

３ 提出意見と市の考え方 以下のとおり 

NO 該当箇所 提出意見（要約） 市の考え方 

１ 第 1章 1 感染症予防

計画の法的な

位置づけ 

（1）目的 ・P４、７行目「10年法律第 104 号」は「法

律第 114号」ではないか。【１件】 

本計画の第１章１（１）の「感染症法（平成 10

年法律第 1０4 号）」を「感染症法（平成 10 年

法律第 114 号）」に修正します。（下線部は変

更箇所） 

２ 第 1章 1 感染症予防

計画の法的な

位置づけ 

（２）法的な位置づけ ・P５、図１の下の囲みの中「指針等を即し

て」は「指針等に即して」ではないか。【１

件】 

本計画の図１下「指針等を即して」を「指針等に

即して」に修正します。（下線部は変更箇所） 

３ 第 1章 1 感染症予防

計画の法的な

位置づけ 

（２）法的な位置づけ ・P５、図１の中「大阪府医療計画」のフォン

トについて、他の文字とフォントを揃えたほう

がいいのではないか。【１件】 

図１の文体等について見直します。 

４ 第 1章 ２ 感染症の予

防の推進の基

本的な方向 

－ ・１章２において、「人権の尊重」については

（３）に挙げられているが、これを（１）とし、

何よりも人権尊重を重視するという姿勢を

明確に打ち出すべきではないか。【１件】 

本市としましては、感染症の予防と患者等の人

権の両立は重要と考えております。本計画にお

いては、国の基本指針や府の予防計画に即し、

同様の順番で記載しています。 

５ 第 1章 ２ 感染症の予

防の推進の基

本的な方向 

（２）市民一人ひとりに対

する感染症の予防及び治

療に重点を置いた対策 

・第１章２(２)の「感染症に関する知識の普

及啓発を促進するとともに知識の普及啓発

…」という文章においては、「正しい知識」と

いう表現にすべきだ。【１件】 

「正しい」を追記します。 

６ 第 1章 ２ 感染症の予

防の推進の基

（３）人権の尊重 ・P６、７行目(３)人権の尊重について、個人

情報の保護についての記載は必要ないか。

御意見を受け、本計画の第 1 章２（３）の「・・・ま

た、市は、感染症に関する差別や偏見の解消の
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NO 該当箇所 提出意見（要約） 市の考え方 

本的な方向 【１件】 

 

 

ため・・・」を「・・・市は、感染症に関する個人情

報の保護には十分留意する。また、感染症に関

する差別や偏見の解消のため・・・」と文言を追

加します。（下線部は変更（追加）箇所） 

７ 第 1章 ２ 感染症の予

防の推進の基

本的な方向 

（３）人権の尊重 ・マスク着用等の感染対策は、子どもや若

者から経験や時間を奪い、社会混乱を招

く。【2 件】 

本計画に記載のとおり、感染症の予防と患者等

の人権の尊重の両立が基本と考えております。 

８ 第 1章 ２ 感染症の予

防の推進の基

本的な方向 

（３）人権の尊重 ・第１章２(３)に、特に、小児、青年期につい

ては、健全な発達や精神の健康との両立を

考慮した上で感染対策を講じる、といった

意図を追加してほしい。高齢者を中心とし

た感染対策を子どもに適用したため、健全

な発達、精神の健康が阻害された。【１件】 

同項における「患者」は、高齢者等特定の年齢

に区切ったものではございません。感染症の予

防と患者等の人権の尊重の両立が基本と考え

ております。 

９ 第 1章 ２ 感染症の予

防の推進の基

本的な方向 

（３）人権の尊重 ・患者や患者等についてだけではなく、患者

以外の一般市民の個人の意思や人権の尊

重も明記するべきではないか。【１件】 

「患者等」の中に、一般市民も包含されていま

す。 

１０ 第 1章 ４ 感染症予防

計画における

果たすべき役

割 

（１）国及び地方公共団体

の果たすべき役割 

・国の分析や判断を一律に受け入れるので

はなく、地域の流行状況を踏まえ、地元の

医師、専門家等の意見を踏まえた施策を実

施すべきではないか。【１件】 

新型コロナ対応では、国や府と適切に連携する

ことの重要性が認識されましたので、本計画に

記載のとおり、施策については、今後とも国や府

と相互に連携して実施します。また、「地域の特

性に配慮しつつ」と記載のとおり、地域の専門家

との連携も重要と考えております。 

１１ 第 1章 ４ 感染症予防

計画における

果たすべき役

（１）国及び地方公共団体

の果たすべき役割 

・まん延した感染症が想定と異なった場合

は、国や府の周知を待たず、その特性や対

策の効果・デメリットを見極め、状況に応じ

想定と異なる事態となった場合は、国や府へ報

告するとともに、考えられる対応策を講じた上

で、国や府と連携し、感染症の特性に合わせた
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NO 該当箇所 提出意見（要約） 市の考え方 

割 た機動的な対応を行うべきではないか。【１

件】 

対応を行ってまいります。 

１２ 第 2章 

 

１ 感染症の発

生の予防のた

めの施策 

－ ・食事等の生活習慣の見直し等の食育や、

感染症等の病気にならない健康な心身づ

くりについて、計画に盛り込むべきではない

か。【4件】 

感染症予防についての本計画には一般的な健

康増進に係る内容までは記載いたしませんが、

感染症の発生予防のため、正しい情報提供に

努めます。 

１３ 第 2章 

 

１ 感染症の発

生の予防のた

めの施策 

（２）予防接種 ・P10、５行目(２)予防接種について、ここ

でいう予防接種は、「健康被害の救済」も

含め、定期接種、任意接種いずれも含むと

いう意味か。【１件】 

 

第 2 章 1（2）における予防接種については、予

防接種法に基づく予防接種を意図して使用して

いるため、「市は、ワクチンに関する正しい知識の

普及を進め、医師会等の…」を「市は、ワクチン

に関する正しい知識の普及を進める。また、予防

接種法に基づく予防接種については医師会等

の…」に修正します。（下線部は変更箇所） 

１４ 第 2章 

 

１ 感染症の発

生の予防のた

めの施策 

（２）予防接種 ・ワクチンの有効性と安全性の情報、問題

点や不明点、否定的な情報を開示し、市民

に正しい知識を提供すべきではないか。

【12件】 

 

本計画に記載のとおり、ワクチンに関する正しい

知識の普及に努めます。 

１５ 第 2章 １ 感染症の発

生の予防のた

めの施策 

（２）予防接種 ・予防接種の副反応や後遺症により、死亡

等の可能性が生じた場合、行政の責任は

重大であり、薬害にあった場合の補償やそ

の方法について説明が必要である。新型コ

ロナワクチン接種による副反応被害が隠蔽

された中で接種が進められたことにより、予

防接種健康被害救済制度において認定さ

本計画に記載のとおり、ワクチンに関する正しい

知識の普及に努めます。なお、新型コロナワクチ

ンの予防接種による健康被害救済制度に関す

る情報は、HP等で申請方法も含め案内しており

ます。 
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NO 該当箇所 提出意見（要約） 市の考え方 

れるような被害が拡大している。【５件】 

１６ 第 2章 ２ 感染症のま

ん延の防止の

ための施策 

（２）対人措置の実施 

イ 検体の採取等 

・感染症まん延時における無症状者への検

査は、疑陽性によって社会に混乱が生じる

ため、有症状者に限定すべきではないか。

【3件】 

感染症の種類、特性により感染対策としての検

査の位置づけは異なるものと考えております。検

査は、国や府と連携し、実施について判断すると

ともに、十分な検査体制の確保に努めます。 

１７ 第 2章 ２ 感染症のま

ん延の防止の

ための施策 

（２）対人措置の実施 

オ 入院勧告 

・第２章２（２）オ の入院勧告に関する事項

について、未成年の子どもの場合の記載が

ない。子どもは親の管理下となることを記載

してほしい。【１件】 

感染症法において、入院勧告は患者本人に通

知し、説明は患者又はその保護者に行うこととさ

れております。未成年者については保護者にも

入院勧告の説明を十分に行うよう努めます。 

１８ 第 2章 ２ 感染症のま

ん延の防止の

ための施策 

（２）対人措置の実施 

（３）対物措置の実施 

・予防計画にある個人の行動、自由を制限

する対人措置、対物措置の基準が不明確

ではないか。【１件】 

 

本計画の第２章２「（２）対人措置の実施」、第２

章２「対物措置の実施」に記載の対人・対物措

置については、感染症法に基づく内容となってお

り、基準は感染症の特性により異なるものと考え

られるため、その時の知見により判断されるもの

と認識しています。 

１９ 第 2章 ５ 感染症に係

る医療を提供

する体制の確

保 

（１）新興感染症に係る医

療を提供する体制 

（２）新興感染症における

自宅療養者等への医療提

供体制の整備 

・コロナ禍の発熱患者の受診拒否が酷かっ

たため、病院の存在意義を見つめ直し、ま

た、職業倫理にもとる行為がないよう、市か

ら働きかけるべきではないか。【2件】 

・２類相当として扱われてきた新型コロナに

おいては、早期診療や入院の制限によって

医療ひっ迫が起きる等、行政介入による人

災が生じたといえる。【2件】 

新型コロナ流行時に医療がひっ迫したことを踏

まえ、新興感染症発生・まん延時における医療

提供体制を整備のため、感染症法が改正されま

した。府の役割として、平時から各医療機関と医

療措置協定を締結し、新興感染症患者の入院、

外来、後方支援を迅速に確保する医療提供体

制の整備を府の予防計画に記載することを進め

ています。本市も有事の際には府と連携し対応

してまいります。 
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NO 該当箇所 提出意見（要約） 市の考え方 

２０ 第 2章 ５ 感染症に係

る医療を提供

する体制の確

保 

（１）新興感染症に係る医

療を提供する体制 

（２）新興感染症における

自宅療養者等への医療提

供体制の整備 

・２章５「医療を提供する体制の確保」にも

関係機関、関係団体との連携について記載

すべきではないか。【１件】 

 

本計画第２章５（１）入院調整等に係る府との連

携について、（２）自宅療養者等への医療提供

体制に係る関係団体との連携について記載して

います。 

２１ 第 2章 ８ 新型インフ

ルエンザ等感

染症外出自粛

対象者又は新

感染症外出自

粛対象者の療

養生活の環境

整備 

（１）新型インフルエンザ等

感染症外出自粛対象者又

は新感染症外出自粛対象

者の療養生活の環境整備

の基本的な考え方 

（２）新型インフルエンザ等

感染症外出自粛対象者又

は新感染症外出自粛対象

者の療養生活の環境整備 

・公衆衛生の体制充実や病床確保、福祉

施設での緊急時対応の人員配備が必要で

ある。感染症発生時には、施設まかせでは

なく、実態に応じた公的な支援が必要では

ないか。【１件】 

府の役割として、各医療機関と医療措置協定を

締結し、医療提供体制の整備を図ります。また、

本市としては高齢者施設等における平時からの

感染の予防やまん延における対策、療養者の健

康観察や療養支援の助言を行ってまいります。 

２２ 第 2章 ８ 新型インフ

ルエンザ等感

染症外出自粛

対象者又は新

感染症外出自

粛対象者の療

養生活の環境

整備 

（２）新型インフルエンザ等

感染症外出自粛対象者又

は新感染症外出自粛対象

者の療養生活の環境整備 

・高齢者施設等においては、人権を尊重し

た感染症対策を行うこと。【2 件】 

感染症の予防と患者等の人権の尊重の両立が

基本と考えております。高齢者施設等における平

時からの感染症の予防やまん延における対策、

療養者の健康観察や療養支援の助言を行って

まいります。また、感染症に関する正しい知識の

普及に努めます。 

２３ 第 2章 10 感染症に

関する啓発、知

識の普及、感

（１）患者等への差別や偏

見の排除及び感染症につ

いての正しい知識の普及 

・病院内でのマスク強要は人権無視ではな

いか。世界一高いワクチン接種率、マスク率

の日本でも死亡者や体調不良者が出るの

施設における対応（感染対策）は、管理者に判

断が委ねられているものと考えおりますが、本計

画に記載のとおり、患者等への人権を尊重し、感



 

6 

 

NO 該当箇所 提出意見（要約） 市の考え方 

染症患者の人

権尊重 

は、ワクチンやマスクが効果的でないからで

はないか。【１件】 

・未だに黙食を行っている学校があると聞

く。学校での黙食について調査指導をして

ほしい。【１件】 

・学校における感染症予防は、保護者から

の批判を恐れて過剰なものとなり、行事や

交流機会を奪うことによって子供の健全な

育ちに悪影響を与えたことを認識し、犠牲

が強いられないよう各学校への通知を市が

随時行ってほしい。【１件】 

染症の正しい知識の普及に努めます。 

２４ 第 2章 10 感染症に

関する啓発、知

識の普及、感

染症患者の人

権尊重 

（１）患者等への差別や偏

見の排除及び感染症につ

いての正しい知識の普及 

・ワクチン接種は任意であり、本人の意思を

考慮し、予防接種を強制しないことを明記

すべきではないか。特に治験中のワクチン

接種推奨を子供にまですべきでない。【４

件】 

・感染症患者、ワクチン接種を希望しない

者、未接種者への差別や不利益な取扱い

がないようにすべきではないか。【2件】 

本計画に記載のとおり、市民が感染症予防や予

防接種を主体的に実施できるよう、感染症に関

する正しい知識の普及に努めます。また、予防接

種による差別が起きないよう人権への配慮も必

要と考えております。 

２５ 第 2章 10 感染症に

関する啓発、知

識の普及、感

染症患者の人

権尊重 

（１）患者等への差別や偏

見の排除及び感染症につ

いての正しい知識の普及 

・子どもたちが正しい知識を持つよう、ワク

チンの書籍を学校や児童館に配置すること

に慎重になってほしい。【１件】 

学校等を含めた施設については、管理者に判断

が委ねられているものと考えておりますが、本計

画に記載のとおり、市民が感染症予防等を主体

的に実施できるよう、感染症の正しい知識の普

及に努めます。 

２６ 第 2章 10 感染症に （１）患者等への差別や偏 ・厚生労働省や国内の医師や学者等から 国により広く情報収集され総合的に判断された
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NO 該当箇所 提出意見（要約） 市の考え方 

関する啓発、知

識の普及、感

染症患者の人

権尊重 

見の排除及び感染症につ

いての正しい知識の普及 

だけでなく、海外からも広く情報収集し、総

合的に正しさを判断した上で周知すること

を加えてほしい。【１件】 

 

感染症や感染対策の知見に基づいた情報を提

供していきたいと考えており、正しい知識の普及

のため、国が作成したパンフレット等を用いて周

知を図ってまいります。 

２７ 第 2章 10 感染症に

関する啓発、知

識の普及、感

染症患者の人

権尊重 

（２）感染症患者等の個人

情報保護と人権の尊重 

・不安や恐怖を煽る偏った報道が多い。正

確な情報の公表が必要である。【１件】 

 

本計画において、「市は報道機関に対し、常時、

的確な情報を提供し、感染症に関して誤った情

報や不適当な報道がなされた場合には迅速に

対応する」と記載しているとおり、国と府とともに

適切に対応をしてまいります。 

２８ 第 2章 １３ 緊急時の

感染症発生予

防及びまん延

防止、病原体

等の検査の実

施・医療提供

のための施策 

（４）国への支援 ・生物兵器によるテロ対策を明記すべきで

はないか。【１件】 

本計画第２章１３（4）において、生物兵器を用い

たテロの発生を想定し、国への支援要請につい

て記載をしています。 

２９ 全体 － － ・人権を制限するような新型コロナの感染

症の予防や対策（マスク着用、ワクチン推

奨、学校における黙食強制や休校措置、イ

ベント中止、飲食店の営業停止や時短営

業、アクリル板、PCR 検査、ロックダウン等）

は、効果に科学的根拠がなく、否定的な研

究もある。感染対策について検証を行い、

効果や結果のない対策は今後行わないよ

うにすべきではないか。【１５件】 

どのような感染症対策が有効なのかは、感染症

の種類、特性により異なるものと考えております。

国において示された対策を踏まえて実施できる

ような体制整備を目指します。 



 

8 

 

NO 該当箇所 提出意見（要約） 市の考え方 

３０ 全体 － － ・計画において、「感染症」という言葉をど

のように定義しているのか。【１件】 

本計画は、新興感染症を想定して策定しており

ます。新興感染症の定義については、用語集に

記載しています。 

３１ 全体 － － ・「正しい知識」等の表記にみられる「正し

い」という既に断定を含んだ語を法的な文

書に使うときには、その与える影響について

十分に考慮してほしい。【１件】 

御意見の内容を考慮した上で、本計画を策定し

てまいります。 

３２ － － － ・症状がある際には休みを取得し、その補

填ができる仕組みを整えるよう、企業や学

校に対して求めること。【2件】 

 

新型コロナ対応では、国等により各種支援制度

が整備されました。感染症のまん延時に、同様の

支援制度が整備された際には、本市としても情

報の周知を図ってまいります。なお、事業場にお

ける病気を理由とした特別休暇等の就業規則

の変更等は、労使の話し合いの上で対応するも

のと認識しております。 

３３ － － － ・コロナ対策において、マスク着用により息

苦しさと暑さという苦痛を味わった。【1件】 

・多数のマスク着用の否定的な研究があ

る。【１件】 

・コロナは飛沫感染ではなく空気感染であ

るのでマスク着用は様々な害がある。【2

件】 

・子どもへのマスク着用は、酸素不足で学

習意欲低下に繋がることを、保護者や教員

に伝えるべきではないか。【１件】 

マスクはウイルス性の呼吸器感染症に対して感

染リスクを下げる可能性のある方法ではありま

すが、感染症の予防と患者等の人権の尊重の

両立が基本と考えております。感染症対策を含

む感染症に関する正しい知識の普及に努めま

す。 
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３４ － － － ・ワクチンに予防効果がなかったことは明ら

か、コロナワクチン接種における有効性の

総括、予防効果を検証すべきではないか。

【５件】 

本計画は感染症の予防やまん延防止のための

施策や体制整備を主に記載しています。なお、新

型コロナワクチンの予防効果や有効性について

は、一定国において評価されておりますが、更な

る検証については、基礎自治体だけでは困難で

あるため、国の検証に基づき判断すべき内容と

考えております。 

３５ － － － ・福祉現場の仕事は感染リスクが高いた

め、防護服等の感染症予防グッズを無償提

供してほしい。【１件】 

本計画は感染症の予防やまん延防止のための

施策や体制整備を主に記載しています。PPE の

配布を含む具体的な感染症対策は、その時に対

応すべき感染症の種類、特性から判断されるこ

とになります。 

３６ － － － ・PCR 検査での陽性は感染ではない。ま

た、新型コロナでの死者の死因はコロナで

はないため、感染対策やワクチン接種は不

要だったことを市議が発表すべきだ。【１

件】 

・ワクチン接種、マスク着用の有無による人

権無視がコロナ５類移行後も継続してい

る。【１件】 

本計画は感染症の予防やまん延防止のための

施策や体制整備を主に記載しています。具体的

な感染症対策は、その時に対応すべき感染症の

種類、特性から判断されることになります。 

 

３７ － － － ・「感染症危機」とは何をもって定められて

いるのか。科学的なエビデンスに基づく対

応、検証及び情報公開をする旨を明記して

ほしい。【１件】 

新型インフルエンザ等対策特別措置法（特措

法）が適用されるような事態を想定しています。

特措法における「新型インフルエンザ等が全国

的かつ急速にまん延し、かつ、これにかかった場

合の病状の程度が重篤となるおそれがあり、ま
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た、国民生活及び国民経済に重大な影響を及

ぼすおそれがある」状況です。 

3８ － － － ・市独自で潜在的医療専門職を登録し、研

修を行うことによるスキルアップを図るべき

ではないか。【１件】 

御意見は今後の参考とさせていただきます。 

 

3９ 計画案以外の意見【2件】 意見募集案件の対象外の内容であると判断し

たため、掲載は省略させていただきます。 

 


